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目的

掘削抵抗として回転エネルギーに着目し，地盤の固さを考慮した指標を考案することにより，アースドリル工法の

軸部掘削時における掘削抵抗の定量的な評価を行い支持層確認の一助となること，またその評価を実現場において施

工者および施工管理者がリアルタイムに確認可能な装置を開発することを目的とする．

概要

回転エネルギーと N値の関係から求まる掘削抵抗係数 αcを用いて，N値 以上の支持層対象地盤において回転エ

ネルギーを αcで除した値を掘削抵抗値 RTR として算出し，N 値と比較することで支持層到達の定量的な評価を行っ

た．また，実現場でリアルタイムに支持層確認可能な管理装置を開発し，実際の現場で掘削データの計測および掘削

抵抗の評価を行った．

まとめ

アースドリル工法の軸部掘削時に得られた回転エネルギーから掘削抵抗値 RTRを算出し，N 値との比較を行った．

その結果，RTRは N値と比較可能な指標になりうることが分かった．今後は，地盤種別による掘削抵抗の違いについ

てより詳細に検討を行う．また，支持層確認装置の開発を行い，実現場において支持層確認装置を適用し，リアルタ

イムでの掘削データの計測および掘削抵抗値の評価，結果の表示について確認した．今後，積極的な現場適用を進め

る中で更なる問題点の洗い出しおよび運用方法の確立などブラッシュアップを図る．
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▼杭先端深度

掘削抵抗値 RTRと N値の比較 支持層確認装置モニタリングシート
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対話型 （ ）を用いた論文要旨の生成に関する

検討
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目的

により公開された は，人間らしい自然な回答を生成するという革新的な能力を持つ大規模言語モデ

ルである．多種多様な応用が期待されているが，具体的にどの程度の品質が期待でき，どのように活用すれば最大の

効果を得られるのかという問いは，今なお課題となっている．そこで本報告では，熊谷組技術研究報告に投稿された

論文等のアブストラクト作成を対象に， の文章生成能力と解釈能力を試し，限界と可能性を探ることを目的

とする．

概要

本報告では熊谷組技術研究報告に投稿された論文および研究報告の本文から を用いてアブストラクトを生

成する手法を検討し，生成した結果を筆頭執筆者にアンケートをとることで評価を行った．論文は一般的に長文であ

り，また， は文字数上限が存在するため，論文の全文を に入力してアブストラクトを生成すること

はできない．そこで次の方法を取った． ）論文のテキストを分割して要約し， ）要約を結合した内容からアブスト

ラクトを生成し， ）文章の体裁を整える，という 段階の手順を踏むことで生成を行った．この手法で生成したア

ブストラクトについて，筆頭執筆者にアンケートをとることで結果を評価した．

まとめ

により生成したアブストラクトについて筆頭執筆者にアンケートをとった結果「全体的な品質： ～ （低品

質～高品質）」の設問では ， が ， ， が と良い評価が若干多いという結果であった．また，自由記述を見

ると表現やニュアンスについての指摘が多く見られたが，全体としてはまとまっており草稿や参考には利用できると

いう意見もいくつかあった．この結果から， は一定程度の文章生成能力と解釈能力はあるものの，論文のよ

うな専門的な内容を誤りなく解釈して表現するのには限界がある，ということがわかった．しかし，そのまま使用す

るのではなく文章案として使うなど，使用するユーザの工夫次第では十分に効果的な活用ができると思われる．
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アブストラクト生成手順．分割して要約，

アブストラクト生成，校正，という手順を踏んだ． アンケート結果．
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